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 第一部は、「X ヲ Y ミ」のミ語法について、従来の研究を見た上で、定説がない状況における問題点を挙げ（第一
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ヲ Y ミ」が形容詞構文であり、語レベルの「Y ミ」が他の形容詞活用語尾と対応することを明らかにしている。この
形容詞構文と見るべき点からも、これまでの諸説は大きく整理されることになり、重要なことであると言える。 
 また、ミ語法に類似した原因理由表現であるサニ構文の成立について、上代から室町時代への歴史的推移を考察す
ることにより、従来の説より説得力のあるとらえ方をしていて、これも重要である。 
 その他、形容詞の活用の成立についても述べるところがあり、その中にミ語法を位置づけていて、注意されてよい。 
 一方、ミ語法を形容詞構文としてとらえる場合の問題点は、現代共通語では他動詞の目的格を表すところの助詞ヲ
をどのようにとらえるかであるが、申請者はこの点について、古代日本語の格標示体系が活格性である可能性を考え
ることによって解決しようとする。そして、その中で、助詞ヲ・イ、助詞シの上代の用法などについて検討していて、
そのそれぞれはそれなりに評価されるが、諸方言の検討を含めた全体として、より古くに格標示体系が活格性である
可能性を見るには未だ十分であるとは言い難い。また、他に細かい問題のある点もある。 
 しかしながら、定説のない状況の中で従来の諸説を大きく整理するべき重要な内容を中心とする本論文は評価でき
るものである。助詞ヲ・イ・シなどに関する問題についてはさらに詳細な研究が期待される。申請者が本論文とは別
に進めてきた原因理由表現に関する研究の進展も期待できる。 
 なお、2008 年２月８日、本論文の公開審査を行い、最終試験を終えた。以上のようであるので、本論文を博士（文
学）の学位にふさわしいものと認定する。 
